 テーマ・：日本の農業の明日を考える！
 日本の農業はどのような条件で成り立ち、どんな悩みを持っているか？



○考えて欲しい事（テーマの説明）

 　日本は今では食料の多くを外国からの輸入に頼っていますが、昔は食料のほとんど

 を自国内で生産していました。

 　日本は世界でも最も気候の穏やかな自然条件の豊かな地域の一つで、しかも国内と

 いっても様々な気候や地形・地質条件の違いから、多種類の作物を作ることが可能で

 あったからです。

 　しかし、最近では食料自給率も年々低下し、農業に携わる人々の数も減少していま

 す。

 　なぜこんなことになってきたのか？。そして日本の農業はこれからどうなるのかと

 いう問題を考えていくために日本各地の様々な農業について調査し、その農業が成立

 した有利な条件と現在抱えている様々な問題点を明らかにしていきたいと思います。

 　調査したい地域は次の９つの地域。





 ・米づくりの盛んな地域（秋田・宮城・新潟から選ぶ）

 ・りんごづくりの盛んな地域（青森・長野から選ぶ）

 ・みかん栽培の盛んな地域（瀬戸内地方から選ぶ）

 ・沖縄の農業

 ・高原野菜の栽培の盛んな地域（長野・群馬から選ぶ）

 ・野菜の促成栽培の盛んな地域（高知・宮崎から選ぶ）

 ・大都市近郊の農業地域（千葉・茨城・埼玉から選ぶ）

 ・酪農の盛んな地域（北海道）

 ・大規模な畑作の地域（北海道）






○調べる事とポイント
　　・自分はどの地域の農業を調べたいかを決める。

　　・調べるポイント

 ・その農業を行うのに有利（不利）な条件は何だったか。




 ・その農業を行うためにどんな工夫がなされてきたか。




 ・その農業を続けていくのに妨げになる問題点とその解決方法。




○分担の方法
　　・それぞれがどの農業を調べるか決め、班を作る。

　　・班の中でポイントのどれを調べるかを分担する。

○発表の方法
　　・班のまとめプリント
裏表印刷で１枚　　　　　　・ＴＶの実況中継形式など




　　・その他ＯＨＰや写真など（実物を持って来てもよい）　発表の方法は工夫して下さ○今後の予定　　　　　　　　　　　　　　　　い

 テーマの説明


 　２　時間



 分担を決めるための討論


 　１　時間



 図書館などで調べ、まとめる時間


 ３～５時間



 発表と討論


 　２　時間



 まとめの授業


 　２　時間



